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学生は体験から何を学ぶのか 

—「美し国おこし三重実践」の取り組みから— 

 

川島 一晃（共通教育センター） 

 

1. はじめに 

 人間にとって他者は非常に重要な対象である。それは

他者との関わりの中で我々は実に多様なものを経験する

からである。例えば、自分と異なる対象と出会うことで省

察が生まれ、新たな価値観や視点を発見することがあるか

もしれない。あるいは挫折や苦悩といった手痛い傷すら負

う可能性をも包含される。そして興味深いもので、他者に

どのように向き合うかという我々の姿勢如何で、その経験

の持つ意味合いは実に多様に変化しうる 1)。したがって、

どのように自分以外の世界である他者と相対するかとい

う姿勢が重要となってくる。 

 筆者はこれまで心理的支援の実践の場で、あるいは教育

の現場において、眼前のクライエントや生徒たちからそれ

を教えられ、また育まれてきた。それらのどれもが、生き

た相手との「生もの」のやり取りであり、自身の身体を通

した“体験”2)から生まれたものであった。本稿は、「美し

国おこし三重実践」と題された講義において、実際の交流

や取り組みにおける学生個人の体験の中から学ぶことに

重点を置いた実践を振り返り、学生の学びを考察すること

で実践的講義の意味と可能性を検討するものである。 

 

2. 講義「美し国おこし三重実践」 

 本稿の舞台となる講義「美し国おこし三重実践」は、

共通教育における主題 I「生きる力とキャリア形成」に属

するキャリア実践科目として新設された科目である。 

 本学のキャリア教育は、2010 年度に採択された文部科

学省「大学生の就業力育成支援プログラム」における「自

他共に成長を目指す幅広い職業人の養成」3)（図１）を背

景に展開してきている。共通教育における現在の開設科目

（表１）を概観すると「自他ともに成長を目指す社会性」

と、「主体的に実践知を獲得する自立性」の獲得を目的と

し、前期にはキャリアプランニングをはじめとした多様な

視点の獲得が期待される講義形式の科目が開設され、後期

にはそれらの学習を踏まえ、実際に実践しながら学びを展

開すべく実践を重視したキャリア実践科目が配置されて

いる。「美し国おこし三重実践」は、後者として三重県の

地域行政として展開している「美し国おこし三重プロジェ

クト1」や地域行政に携わる実践者との直接の交流をその

実践の素材として取り上げ、学生の社会性・自立性にアプ

ローチすることを試みた。なお、本講義は三重県美し国お

こし三重プロジェクト事務局の全面的な協力体制のもと

幾度も打ち合わせを行い、講義内容やゲスト講師としてお

招きするグループの調整などの支援を随時いただき成立

したことを申し添えたい。本講義の講義内容一覧を表 2 に

示す。 

 

図１ 就業力育成支援事業における実践知養成プログラム 

                                            

1 美し国おこし三重プロジェクト：三重県による平成 21 年から平

成 26 年までまでの６年間にわたる「特色ある地域資源を生かし

た自立・持続可能で元気な地域づくり」をめざす取組

（http://www.pref.mie.lg.jp/UMASHI/HP/index.shtm）。 
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としてまとめ

トルを「みち

道：伝統）を知

ている。学生

数の作業グル

業が得意な学

括し、絵の得

ける様々な実践

てないものが殆

方の「生の声」

生に大きく響い

ちは普段あまり

おいて、「（ネッ

素材としてイメ

しかし座談会

農業に携わっ

実際に携わっ

言及している点

知識と実際の

きない両輪であ

トにはまだ現れ

とするかに思

る。また座談会

おける「正直悔

できない重要な

に表現すること

換する対話の難

いう課題や意

機農学校への

らの宿題である

学生たちは「

論を重ねた。内容

したいという学

めることが決定

ちを知る」と付

知ることが今

生たちは報告書

ループを構成し

学生がプロデュ

得意な学生は筆

践の場の実情は

殆どであること

を直に聞かせ

いたようである

り意識するこ

ットで野菜を栽

ージを駆使し

の一つの成果

ていない者と

ていないと見

点であると思わ

場での応用は

あることが望ま

れていないが、

思考が至るとな

の場で十分に

悔しかった」と

な学びであった

とはまた別物で

難しさを知るこ

意欲が芽生える

の感謝状の作

る「カッコいい

「何がカッコい

容はもちろん

学生の希望から

定した。学生た

付けた。これは

回の学びであ

書の内容である

して作業を進め

ューサーの役割

筆で野菜の絵を

は、第一線に赴

とが多い。今回

ていただいた

る。農業を専門

とのない農業

栽培する）ゲー

し、様々に考え

として留意す

農業者との考

えてこない現

われる。農業に

どちらも重要

ましい。今回学

自分たちがこ

なお学びは深ま

意見交換でき

いうコメント

た。意見を持つ

である。双方に

ことで、次に如

るのである。

作成 

い報告書」を作

いい報告書なの

であるが外見

ら最終的には巻

ちは報告書の

は“みち”（未知

ったことを意

記事を分割し

めた。これも編

割を取り全体

を描き、図にま
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赴か

実践

イン

とし

とい

ーム」

を巡

べき

えの

現実的

関わ

な欠

学生た

れか

まる

なか

も見

こと

考え

何に

作成す

のか」

も凝

巻物

タイ

知・

味し

し、複

集作

を統

とめ

るこ

図示

して

全員

であ

に共

業で

彼ら

き生

るこ

を活

に仕

感の

であ

お完

ア5に

報告

図

    

5 ア

目・

表す

ことが得意な学

示する、という

て関わるという

員での作業が行

あったこと、幾

共有されていた

であったことな

らが自分たちの

生きと形に表現

ことである。と

活かした形でま

仕上がった点は

の現れであろう

あったことを反

完成した報告書

において岡村氏

告書は初めてで

図７ 役割を分

学生た

                

カデミックフェ

卒業論文等の学

することを目的と

図８

学生は学びの

形でそれぞれ

う全員での作業

行われた背景要

幾度もグループ

たこと、彼らが

などが考えられ

の学びを楽しみ

現したことであ

りわけ学生各

まとめ、全体と

は、学生たちの

う。そこにある

反映していると

書は、2月に開

氏に学生から手

です」とコメン

分担しながら全

ち 

                

ェア：三重大学に

学習の成果を、専

とした合同発表会

完成した報告

のコメントを精

れが自分の得意

業が行われた

要因には、受講

プ作業でお互い

が取り組みたい

れる。ここで特

みながら主体的

あり、それは大

各人が自分たち

してまとまり

のプロジェクト

る笑顔は今回の

と評価できよう

開催されたアカ

手渡され、「こ

ントをいただい

全員で報告書

       

における共通教育

専門外の方にも

会。 

告書と学生た

精査してそれを

意なことを活か

（図７）。この

講生の数が少数

いの個性が十分

いと希望した作

特筆すべきは、

的にまとめ、生

大いに評価でき

ちの得意なこと

のある報告書

トチームの一体

の学びが有意義

う（図８）。な

カデミックフェ

こんなに嬉しい

いた。 

を作成する 

育・学部専門科

分かりやすく発

ち 

を

か

数

分

作

、

生

き

と

書

体

義

ェ

い

 

科

発
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4. 講義全体を振り返っての学生の学び 

 講義の最終課題として、表６に示す項目について自由

記述を求めた。受講生はそれぞれの学んだ瞬間を記述し、

それに関与した要因を考え、自分の今後への影響について

記載することが求められた。 

 

表６ 最終課題における学生のコメント一覧  
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 学生たちの学びの瞬間を概観すると、主に「カフェなど

の直接の交流の場」、「振り返りの作業（感謝状、報告書の

作成）の場」に自らの変化の要因を見出していることが伺

える。次節に考察してみたい。 

 

4-1. 直接の交流からの学びについて 

 本講義の狙いであった実践者との直の交流から学ぶと

いう点については、学生にとって十二分に刺激的であった

ことが読み取れる。「対話がいかに難しいか。自分の言い

たいことを満足に申し上げることも、津有機農学校さんの

おっしゃることを拝聴するのも、両方不十分に感じた。腑

に落ちない対話だな、と対話の最中に感じたときが対話の

難しさを痛感した瞬間だった」、「本当の対話の難しさと充

実した場をつくるための準備の大切さを知りました。なか

なか思ったようにいかなかったという悔しい思いもしま

したが、それによって大事なことを学べたのでよかったと

思います」というコメントに見られるように、学生たちは

関わるということを、身体レベルで体感し学んだと言える。

そして学生たちのこの悔しさを無駄にすることなくさら

なる学びにつなげるべく、第三回のカフェでは対話に焦点

化したワークショップを設定した。学生たちはファシリテ

ーションについて学び、実際に体験することでスムーズな

対話に必要な配慮や工夫を実践する場を得た。本講義で学

びが深まった要因の一つは、学生の反応に応じて必要とさ

れる学びの環境や情報を提供する機会を柔軟に調整が

可能であったことであろう。 

 そして実際に講義の中の活動の取り組みを通して「発表

や対話でミスをしてもまた次に頑張ればいいと思えるよ

うになり、ポジティブにものを考えることができました」

との振り返りからは、本講義が安全に試行錯誤できる場と

して機能していたことが伺える。冒頭でも述べたが、他者

との関わりは非常に多くを学ぶ機会であると同時に、傷つ

きや挫折を負う可能性をも包含している。教育の場である

以上、講義における経験が一定以上の傷つきの体験となら

ないような教育的・心理的配慮が重要であろう。その点、

本講義内のコミュニティの中で“安全に”適切な対話のス

キルや経験を蓄積できたことは評価できると言える。そし

てそれを可能にした背景には、ゲストの語りにあった“対

象の活かせる「強み」や「善さ」といった個性を大切に捉

え、それを協同の中で生かそうとする姿勢”を学生は適切

に受け取ったことが挙げられる。そしてそれは、他者を批

判し、切り捨てることではなく、互いを生かす形を模索し

協力して作業を進めることに反映されたのではないだろ

うか。 

 

4-2. 振り返りの作業（感謝状、報告書の作成）の

場からの学び 

 本講義における感謝状、報告書の作成は、カフェにおけ

る交流からの学びの省察を深める為に設定した課題であ

った。当然、受講者同士での振り返りが行われるため、学

生はゲストに加えて受講生同士の交流をさらに深めるこ

ととなる。ある学生は「上手くアイデアをまとめて発表で

きる人に対して、憧れや焦りを感じながらも、それがいい

刺激になって、“自分の能力・対話力をもっと高めたい”、

“もっと色んな活動に積極的に参加してみたい”という欲

が生まれました。この授業は受動的に教わる場でなく、自

ら積極的に、たくさんの人の強みを学ぶことのできる体験

の場であったのだろうと改めて思いました」とコメントし

ている。これはまさに受講生同士の横のつながりの中から

生じた成果であると言える。 

 「もっと能力を高めたい」とするこの学生に生じた動機

は、さらなる成長に向う肯定的な姿勢であり、外部から意

図して生起させるのは難しい個人内の変容である。しかし

この学生が受講生に対して否定的なイメージを強固に

持っていた場合、おそらく「憧れ」は嫉妬に、「焦り」は

不安として学生を縛っていたかもしれない。上述した本講

義のグループの雰囲気が肯定的で、他者排斥的でなく、各

人の強みに焦点化する形で展開したことが安全なイメー
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ジの変容を促したと考察できよう。 

 また別の学生は「まず“無茶なことが逆におもしろい”。

（中略）“巻物風の報告書”にしても、ソーシャルレジャ

ーを考えるにしても、一見“何の役に立つの？”と思われ

たり“いい年齢の大人がなにやってんの？”と思われたり

するようなことが、さまざまな人とのつながりをもたらす

面白いことなのだと知りました」とコメントしている。巻

物の報告書作成を決めた学生に対し、筆者は「せっかく作

成するのであるから本格的に取り組むように」と和紙と墨、

筆を提供した。それは何事も全力で取り組んでみる中に何

らかの学びがあると期待したからである。学生を見守る支

援者は、この学生が言うような“無茶なこと”の安全面に

配慮しながら見守ることが求められているのかもしれな

い。さらに学生は「“大学生で未熟だから社会に出ていけ

ない”ではなく、むしろ楽しんで積極的に外部の人と交流

すべきなのかもしれないと感じました」と言葉を続ける。

このように講義内での体験がこれからの外に向けた活動

につながる点が実践を重視した本講義を通した留意すべ

き変化と言えよう。 

 

最後に本講義の授業改善アンケートで示された学生の学

びの評価を表７に示す。 

 

表７ 授業改善アンケート「４つの力」に関する項目の 

回答結果 

 

 本学における教育目標である「感じる力」「考える力」

「コミュニケーション力」それらを総合した「生きる力」

について、学生は概ね身に付いたと評価している。特に「コ

ミュニケーション力」は身に付いた実感が強かったと見受

けられる。まさに交流を重視した実践科目として一定の成

果を示したと言えよう。 

 また「考える力」の下位要素である「課題探求力」につ

いては受講生全員が評価した項目であった。これはグルー

プ活動における役割分担や作業の進捗において、自分には

どのような関わりが求められているか、グループにできる

貢献はどのようなものかを各人で考え、行動するといった

点で涵養されたものと推察される。また「感じる力」の下

位要素である「モチベーション」も比較的高い値を示した。

これは上述の本講義における体験が、彼らのこれからの学

生生活を含む日常において何らかの示唆を与えたことが

反映されていると考えられる。 

  

 ある学生は「授業内で対話をすると様々なアイデアが出

てくる。ただ、そのアイデアを具現化するのは非常に難し

いことであり、ほとんどのアイデアはすぐに忘れ去られて

しまう。今後はいいアイデアが生まれればすぐに行動に移

したいし、そのための人脈や機会を形成していきたいと思

った」とコメントしている。学生たちは講義の中で実に

様々なことを感じ、考えていると思われる。それは講義形

式の科目であっても実践形式の科目であっても同様であ

ろう。しかし、上記の学生が言うように、その中身を形に

することは難しい作業であるし、またそれはすぐに消えて

しまうものなのであろう。しかし、今回の講義を通して、

自分の中に生まれる疑問や関心、アイデアを形にしていく

作業自体は、主体的で生産的な作業であり、そこからは

様々な成長の刺激を得られることが示唆された。 

 実践した体験の振り返りを通して得られた学びこそが

就職や人生において問われる真価となり得る訳であるし、

“自分自身の人生を生きるキャリア”として考えるのなら

全く身につか
なかった

わずかながら
身についた

少し身につい
た

ある程度身に
ついた

かなり身につ
いた

下位要素
パーセン
テージ

感性 50％（4）

共感 37.5％（3）

モチベーション 62.5％（5）

主体的学習力 25％（2）

幅広い教養 25％（2）

専門的知識・技術 12.5％（1）

批判的思考力 12.5％（1）

課題探

求

力 100％（8）

問題解

決

力 50％（4）

情報受発信力 62.5％（5）

討論・対話力 75％（6）

指導力・協調性 75％（6）

社会人としての態度 37.5％（3）

生

きる力 - - - 62,5％（5） 37.5％（3）

　括弧内は度数を示す。

- -

75％（6）- - - 25％（2）

感じる力 12.5%（1） 62,5％（5） 25%（2）

50％（4）考える力 - - - 50％（4）

コミュニ
ケーション
力
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ば、実践を伴わない人生など存在しない。この視点を踏ま

えて考えるならば、キャリア実践科目の一つのミッション

は、学生の「生もの」の体験をしっかりと振り返り、風化

する前に形にしてみる機会を保証する点にあるのかもし

れない。その際の振り返りの工夫は、各実践領域において

多彩を極めるであろうし、今回の講義における振り返りの

仕掛けも甚だ不十分であるが、今後の実践の中で検討を重

ね続けることが重要であろう。何よりもキャリアとは「生

きること」であり、生きることは止められない営みである

のだから。 
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付記 

本講義を開設するにあたり、幾度も打ち合わせの時間を

割き、ご協力くださった美し国おこし三重プロジェクトの

田辺隆志氏、地域担当プロデューサーの森谷哲也氏をはじ

め事務局スタッフの皆様、地域行政の視点と熱意を学生に

伝えてくださった美し国おこし三重事務局の藤本和弘氏、

美し国おこしカフェにおいて貴重な実践知を分かりやす

く学生に語ってくださった呼夢フレンズの堀川まり子氏、

津有機農学校の岡村和哉氏に心より御礼申し上げます。 




